
 

 

 

 

 

 

下越の中心という自覚と自信を 

校 長  香 遠 正 浩  

 

 新潟市が政令指定都市になったことに伴い、行政だけでなく、教育関係団体の組織も

改編されました。生徒にとって大きな変更は新潟県中学校体育連盟の地区の見直しです。

これまで佐渡の学校は新潟市を中心とする新潟地区に属していましたが、新潟市中体連

が独立したことにより、今年度からは下越地区に属します。 

下越地区には佐渡市以外に９つの市町村があります。それぞれの市町村立中学校数は
新発田市 10校、村上市７校、五泉市４校、阿賀野市４校、胎内市４校、聖籠町１校、阿
賀町２校、関川村１校、粟島浦村１校です。 

こうして見ると、13校ある佐渡市が下越地区で最も学校数の多い市町村であることが

分かります。佐渡は地理的には本土から離れていますが、下越地区においては多数を占

める要所なのです。ですから、生徒には、島の人間だからといって恥ずかしがったり、

弱気になったりしてもらいたくありません。しかも、金井中学校は佐渡の中央に位置し

ています。まさに中心校です。 

 新入生 45 名を迎えてスタートした新年度も一月以上が経ちました。この一か

月を振り返ると、まさに「あじさいの咲く学校」だと感じています。毎朝、生徒会本部と

生活委員によるあいさつ活動で１日が始まります。そして、全校生徒が授業はもちろん、

朝読書、給食、清掃、部活動等すべての活動に時間厳守で臨み、真面目に取り組んでい

ます。また、自他が尊重される居心地よい学級、より

よい学校を目指し、生徒が主体となって、学級目標を

はじめ諸活動の目標や計画を立てました。貢献活動に

も積極的に取り組み、先月のトキマラソンでは、ボラ

ンティアで給水業務を担当してくれた生徒がいます。

吹奏楽部は今年も応援演奏をしました。このように、

かねてより合い言葉として重視してきた姿が常態と

して見られます。 

時代は令和となりました。予測が困難なこれからの時代に必要となる資質・能力を育

成するために、友達と学び合ったり、他者と協働して解決したりする学習指導に力を入

れます。そのためには高い志や意欲が求められます。「あじさいの咲く学校」をベース

にしながら、佐渡の、下越の中心校という自覚をもたせ、自信を付けさせ、何事にもあ

きらめずに、粘り強く最後までやり抜く生徒を育てます。 
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〈本号の内容〉 

１面：巻頭言 

２・３面：各学年の様子 

４面：スクールカウンセラー 

心の教室相談員の紹介 



 

３学年の様子     ３学年主任  神蔵 実 

中学生として最後の１年がスタートしました。中学校生活では最高学年、そして義務教
育課程が修了となる１年です。その１年が始まって１か月余り、これまでの様子を見てい
ると、昨年度に比べ、あらゆる面でとても落ち着いて取り組んでいると感じます。授業に
静かに落ち着いて取り組む姿や生徒会や部活のリーダーとして後輩を引っぱる姿など、３
年生らしい様子が見られて、とてもうれしく感じています。 

修学旅行では、事故や大きなトラブルもなく、きちんとルールを守って行動することが
できました。人混みの中で行動することの大変さや時間を守って行動することの大切さな
ど、普段の生活では意識でないことを、身をもって学べたようです。３日間を通して、皆
で協力して自主的に行動し、たくさんの楽しい思い出も作ることができました。旅行後の
作文には、「楽しかった」「充実していた」の言葉がどの生徒の作文にも見ることができ
ました。この１か月、３年生としてのよいスタートを切ることができたのではないかと思
います。今後、学習や部活、行事と忙しくなりますが、３年生５４名のさらなる活躍が見
られることを期待しています。 

 

２学年の様子     ２学年主任 引野 太 

2年生に進級してあっという間に１か月余りが経ちました。後輩もでき、全体的には、ス

ムーズに学校生活を送っています。また、学習や部活動にも、積極的に取り組んでいる姿

が見られます。ここで、最近の 2 年生の様子を紹介します。良い点は今後も継続し、改善

が必要な点は、生徒一人ひとりが意識して早く改善できるように努力していきましょう。

また、保護者の方にもご協力をお願いします。 

【良い点】 

◎ 「明るいあいさつをしてくれる 2年生」 

毎朝、2年生教室に７時４５分に上がるようにしています。すでに、たくさんの生徒

が登校している日もあります。そんな中、みんな朝からさわやかなあいさつをしてくれ

ます。朝からいい気分で過ごせています。 

◎ 「生活ノート、自主学習を提出する 2年生」 

Wing（生活ノート）、自主学習ノートは毎日提出することになっています。毎日、ほ

ぼ全員が提出しています。また、自主学習ノートを出すことで、家庭学習の習慣が身に

付きます。しっかり習慣化しましょう。 

◎ 「元気に登校する 2年生」 

ここまで体調を崩して学校を休む人が少ないです。皆が元気に登校しています。これ

は、ご家庭で保護者の方がしっかり体調管理をしてくださっているお陰です。感謝申し

上げます。 

【改善が必要な点】 

△ 「丁寧な言葉遣いを心掛けたい 2年生」 

  軽い気持ちで人のいやがる言葉で人を傷つけたり、からかう言動をとったりしてトラ

ブルになることが数件ありました。学校では今後も指導していきますが、ご家庭でも子

どもたちに言葉の大切さを教えていただけるとありがたいです。よろしくお願いいたし

ます。 



△ 「メリハリをつけたい 2年生」 

2 年生は中堅学年ということで、中だるみの学年と言われることが多いです。1 年生

の時にできていた、時間を見て行動することや PT への取組がしっかりできていないこ

ともあります。当たり前のことを当たり前にできるようにしていきましょう。 

 

すごいぞ１年生     １学年主任 樋口 剛 

 入学して１か月、中学校生活にも馴染んできました。「第Ⅰ期 習慣・組織確立期」を終

え、学級の係や生徒会の委員会、部活動など、それぞれの所属も決まりました。ここまで

の１年生の様子を見て、感じたことを紹介させていただきます。 

 まず、感心する点は、病気やケガ、その他の欠席がほとんど無く、全員が元気に登校し

ていることです。生徒自身の心身の健康管理もさることながら、ご家庭の皆さんの気配り

の成果かと思います。大変ありがとうございます。 

 続いて、学習面です。授業後に教科担任に授業評価をいただいていますが、ほとんど A評

価です。学習用具を整えて席に着く、話や指示を集中して聞く、課題や作業に真剣に取り

組むなど、授業に関してとても良い習慣がついています。自主学習も、全員がきちんと提

出する日が大半です。家庭でも努力している様子がうかがえます。 

 係や委員会の活動では、仲間同士で声を掛け合い、確実に役割を果たす姿が見られてい

ます。初めての専門委員会後、すぐに３年生は修学旅行に出発しましたが、その間を２年

生と協力してしっかりと活動していました。１ヶ月半前まで金井小学校の最上級生として

活躍してきた経験を、存分に生かしています。 

 この間、着替えで次の授業に遅れてしまうことや自主学習の未提出、始業時の挨拶の声

が小さくなることなど、細かな緩みは見られました。それも、学級担任の声がけや、学年

委員の呼びかけ・調査活動などですぐに改善が見られています。この、発生した問題点を

先生方や級友と協力して改善できるということが、何も問題が起きないことよりも心の成

長のために意義あることだと思います。今後も継続してもらいたいと思っています。 

 現時点での改善点を１つ。自主学習がしっかりと提出され、学習習慣づけに効果を発揮

していますが、さらに学習効果の上がる取組に発展させて行かせたいと思っています。ア

ルファベットや漢字など、何度か同じ範囲を繰り返しているノートが見られます。できる

こととできないことを見分け、できることは省略するなど、効率的な取組を工夫していき

ましょう。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 15日 
 
佐渡市陸上大会 
 
全日程終了後の一コマ。 
 
選手も全校生徒も、競技に応援 
 
に、精一杯頑張りました。 
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 本年度のスクールカウンセラーは、仲田美穂先生。心の教室相談員は、昨年度に引き続
き、齋藤すみ子先生です。新任の仲田先生からは、５月８日にご挨拶をいただき、お二方
の今年度の活動がスタートしました。 
 スクールカウンセラーは「問題行動等の解消及び不登校への適切な対応」を目指して配
置されています。心の教室相談員は「不登校や悩みをもつ生徒の教育相談体制の充実」を
図ることが目的です。学級担任や部活動顧問とは違う、専門的な立場で助言等していただ
けます。生徒だけでなく、保護者の皆様の相談にも応じます。ぜひ、ご活用ください。 

  ☆ 相談の申し込方法  

① 事前にカウンセラーや心の教室相談員に予約する（手紙やメモを渡してくれてもいいです） 

②  直接相談室を訪れる（予約が入っているときは、そちらを優先させてもらいます。特別に授業時

間内にカウンセリングを希望する場合は、学級担任の先生に相談して、許可を得てください。） 

 ③ 学級担任など、学校の先生から予約をとってもらう。 

 ■ 相談場所： 校舎１階相談室（保健室となり） 

 ■ 相談日（曜日や時間は月によって変わります。相談室入り口のカレンダーで確認してください。） 

  ○スクールカウンセラー   基本的に月一回、水曜日の９：００～１６：４５ 

  ○心の教室相談員    基本的に週２～３日、１２：００～１７：００ 

 ■ 相談できる時間： 休み時間、昼休み、放課後、その他の時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

５月８日。JRC（青少年赤十字）の登録式で、ボランティア委員会から「気付き・考え・行動
する」大切さの説明がありました。また、１年生は緑の少年団で吉田久人様より、金井地区の
緑化に関する講話がありました。決意も新たに、生徒は署名や決意の言葉を発表しました。 

４月 23 日の生徒会朝会で、今年度のスロ

ーガン「飛躍～さらなる高みへ」が発表さ

れました。このスローガンを受けて、各学

級で学級目標も作成されました。ご来校の

際、ぜひご覧ください。 
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